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論文

盧溝橋事件 とその 後の 中国共産党
一 対 国 民 党政策 の 展 開 と抗 日を中心 に一

鄒　燦

は じめ に

　 中国共産 党 （以 下 ， 中共 ）史 にお い て ，
8 年 間の 日中全 面戦争は 中共 が提 唱 して い た

「抗 日民族 統
一

戦線」 の 勝利 で あ り， 中共 自身の 重 要な成長期 と して も位置づ け られ て い

る。 だが ，戦争 の誘 因 とな っ た盧溝橋事件 に関す る従来の 研究は ， 国民 政府 と冀察政権或
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1）

は 日本軍 ・政府 を主 な対象 に して 事件 を分析 して い る 。 その た め， 当時事件の 主役で な

か っ た 中共に つ い て の 研究は それほ ど多くはない
。 こ の 中で ， 安井三吉は ， 事件が 勃発 し

た ときの 中共北方局が 平津地区にお い て ，抗 日意識の 高揚とい う役割 を果 した一
方，進

展す る戦局 の 中で 中共勢力の 温 存 を図 ろ うとして い た こ とを明 らか に した （安井， 1993，

pp．280− 294）。 秦郁彦 は ， 事件 勃発直後の 中共 の 通 電 に 絞 っ て 分析 を進 め ， 中共 の 対 日即

時全 面戦争 を呼び か ける主 旨を読み取 る と同時に，通電は 国共合作交渉 を進 め よ うとす る

中共の プ ロ パ ガ ン ダで もある と結論づ けて い る （秦 ， 1996， pp．276
−281）。 両者 は 盧溝橋

事件後の 中共 の 抗 日主 張 ・宣伝
・
準備に つ い て 考察 して い るが ， 中共の 抗 日 と国民 党との

交渉 が どの 様に 関連 して い た か に つ い て ， 具 体的に検討 を行 っ て い るわ けで は ない
。

　一
方で 共 産党史研 究の 分野で は ， 田 中仁が 1930 年代なか ばの 中共の 軌跡 を考察 し

， 中

共 が 「抗 日民族革命」 の 下 で 自身の 存続 ・発 展を図 り，危機か ら再生 へ 転換 した こ とを指

摘 して お り示唆的で ある 。 田中の 研 究に よれ ば ，盧溝橋事件か ら第二 次国共 合 作の 達成 ま

で は ， 中共 の 提 唱 して い た 「抗 日民族革命」 が 実行の 段階に入 る転換期で あ り，中共 自身

も政 治上 ・軍事上 の 重要 な調整 を 実現 した とい う （田 中 ，
2007

， pp．59
−96）。 上 述の 見方

は本稿の 出発点 にな っ て い る 。 とは言 え田 中は ， 中共が 抗 日主張か ら実際の 行動 に移 る過

程 は ど うだ っ た の だろ うか ，中共の 抗 日と事件以 後の 日中間の 交渉及び 国共間の 交渉の 進

展 が どの よ うに 関係 して い っ たの か に つ い て ， 具体的な考察 を行 っ て い な い
。 また ， 楊奎

松 は ， 戦時国共談判 ・ 中共 軍事戦略な どの 側 面か ら ， 国共交渉の 過程や 中共の 対 日作戦方

針 の 変化 を整理 した 。 そ して ， 事件 が勃発 した後の 国共合作の 進 展 と中共 の 「独立 自主 の

1） 曲 1987，1991，1999，蔡 1997，栄 1998，劉 1999， 1999b， 魏 2006
， 臧 2002

，
2007

， 陳 1984，

1984b ，李 1987 ，1987b，1991，江 口 1988，安井 1997，2008，秦 1996，肥沼 2000，伊藤 2003，2004等 。
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山地遊撃戦 」 原則 の 形成は ， 戦争の 情勢 と強 く関連があ る と結論づ け てい る （楊 ，
1988

，

pp．105− 122。 楊 ，
1992

，
　 pp．55−59）。 筆者は楊の 指 摘 を評価す る もの の

， 事件発生 か ら 日

中戦争 へ と展 開 して い く過程 の 中共 の 抗 日姿勢の 複雑な変化 に つ い て も分析が 必要 で ある

と考 え る 。

　本論は ，
上述 の 研 究成果 を踏まえ ， 日中交渉の 進展 と国共 関係の 変化が 中共内部の 調整

及び 中共 の 抗 日姿勢に及 ぼ した複雑 な影響 に つ い て ， そ の 過 程 を詳 しくあ とづ けて みたい
。

主な史料 は ， 延 安の 中共幹部 と軍人 な ど重 要人物 の 年譜及び 文 献で あ る 。 本稿で は ， 国共

合作 を達成す るまで の 中共の 抗 日姿勢の 変化を跡づ け るた め に ， 盧溝橋事件を端緒とす る

日中両軍の 衝突か ら，9 月 22 日の 「中共 中央の 国共 合作 の 為の 宣言 」 （以下 「合作宣言」）

の 公 表ま で の 時期を対象 とす る 。

1　 盧溝橋事件 と国共談判 の 策略変化

　ソ ビ エ ト革命 の 挫折を経て ， 1930年代半 ばか ら生存の 危機 に 直面 し て い た 中共は ，
コ

ミ ン テ ン ル 第 7 回 大会の 政策転換 に よ っ て ，
「抗 日民 族 統

一
戦 線 」の 樹立 に 生 存 の 希望

を求 め る よ うに な り，
「第二 次国共 合作 」を通 じ て 自分た ちの 身分及 び 行動の 合法性 を

獲得す る こ とを 目指 した （田中 ， 2002， pp．　241−244）。
「西安事 変 」後，蒋 介石 は 「共産

党に 対す る掃討 を停止 す る 」 こ とを約 束 し，
1937 年 2 月 ， 南京 で 開かれた 国民党第 5 期

中央執行委 員 会第 3 回全 体 会議 に お い て
， 中共が 提起 した 「合作救国方針 」

2）

は 事実上

受け 入 れ られ ， そ の 後 ， 国共 間で は 合作問題 に対 す る具 体的 な交渉段 階 に入 っ た 。 し か

し
， 盧溝橋事件勃発直前ま で ， 国共 双 方は 合作 の 組 織原 則 や 紅 軍 の 編 制 及 び指 揮 権 ， 辺

区政府 の 人事問題 な どで 合意に 達せ ず，交渉 は難 局 に陥 っ て い た （中央档案館編， 1991，

pp．265−267）。

　1937年 7 月 7 日に盧溝橋事件が発生 す る と
， 翌 日 （8 日）， 中共 は延安か ら 「中国共産

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3）

党の 日本 軍 の 盧溝橋進攻に対す る通電」 な ど 4 つ の 電文を発 した （中央档案館編 ， 1991，

2）　中共 は国民党第 5 期中央執行委員会第 3 回大会前に ， 次の 方針 を提起 した。 （一）内戦を停止 し ，

国力を集中 し
，

一
致 し て 外 敵に対抗する 。 （二 ）言論 ・集会 ・結祉の 自由を実現 し ， 政治犯 を釈放す る 。

（三）共 同救 国の た め に，各党各派各界各 軍 の 代表を集め て 会議 を開催 する 。 （四）迅 速に抗 日戦 の

準備を整 える。（五 ）人 民 の 生活 を改善す る （張ほ か，2006，pp．339
−343 ）。

3） 『中共 中央文件選集 （1936−1938）』第 11 冊にあ る 日付は 1937年 7月 8 日で あるが，その 出典は『解

放』第 1卷第 10期 （1937年 7月 12 日） と記 されて い る （中央档案館編，1991，pp．274−275）。 し

か し実際の 電文は，7 月 15 目の 『解放』第 1卷第 11期 に載せ られた。また 『新中華報』 7 月 13 日

に も同 じ 電文 が掲載 され て い る 。
こ の 件に っ い て ， 詳細に 検討 し た 安井三 吉 と秦郁彦に よれ ば ， 電

文 の 日付に 関す る議論は ある もの の
， 電文 が本物 で あ る こ と は疑い ない だ けで な く ， 事件直後 の 中

共の 断固 たる抗 日態度 と全面抗戦の 要求を否定す るもの で は ない とす る （安井 ， 1993， pp．286−288。

秦 ， 1996，pp ．277−280）。
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pp．274− 279）。 中共 は全国 ・ 党内 ・ 国民政府 中央 ・ 冀察地方 当局に宛て て 打電 し ， 事件の

重大性 を主張す る
一

方 ， 南京の 中央政府 と宋哲元の 冀察政権に抗戦 を促 した 。 同時 に中共

北 方局 に も抗戦準備 に着手す る よ う指示 を 出 し，南京に 対 して は ，紅軍が宋哲元部隊を援

助す る こ とを提 案 した 。 中共 は なぜ こ の よ うに迅 速な 開戦の 決 断を下 し ， 戦争の 準備 を呼

び か けたの だろ うか 。

　 当時 ， 国共交渉 と統
一

戦線工 作 を担 当 した周恩来は上海 にお り ，
「七 君 子 」事件及 び 「合

作宣言」 の 為の 活動 を して い た 。 事件 の 勃発 を知 っ た周恩来 と博古 ・林伯渠は
， 即刻廬 山

に行 き， 「合作宣言 」を蒋介石 に 渡 し （7 月 15 日），改 めて 紅軍の 改編 人数 と指揮 の 問題

を取 り上 げた 。 7 月 16 日の 国民党廬 山談話会の 前 に ， 周恩来は蒋介石 に打電 し ，
「華北の

戦火 が差 し迫 っ て きて い るた め ， 国 内の 問題 は迅 速に解決 した方が い い と考える 。 今
一

番

大事 なの は ソ ビ エ ト区体制の 再 編 と紅軍改編の 実行で ある 」 と述 べ た （中共 中央文 献研 究

室編 ，
1989

， p．371）。
17 日， 洛甫 （張聞天 ） と毛沢東 は紅軍 の 指揮 権 に つ い て ， 葉剣英

を通 じて周恩来に 「戦 時統率の た めに指揮部 を設立 しなけれ ばな らない 」 （中共 中央党史

研 究室張聞天選 集伝記 組編 ，
2000

， p．470） と指示 を伝達 した 。 しか し ， 周恩来たちは当

時廬 山で 開 かれ た各方面 軍 隊 の 談話 会 に参加す る こ とを認 め られ なか っ た 。
18 日， 周 恩

来は宋美齢経由で 交渉案 を蒋介石 に伝達 した が ，蒋は 改編後の 紅軍に 統
一

の 指揮機 関を設

立 しない こ とに固執 した 。 交渉が難航 したた め ， 周恩来た ちは 廬 山を離れて 上海 に 戻 っ た 。

　7 月 20 目 ， 洛甫 と毛 沢東 が周 に送 っ た電 報は 以下 の 通 りで あ る 。
「 （甲） 日本軍 の 進攻

が現 実の もの とな り， 抗戦実現の 可能性 は存在す る。 （乙）蒋が譲歩 しない な らば交渉を

打 ち切 る 。 （丙）帰還 して 直接協議 した い 」。 同 日洛甫 と毛沢東 は ， 再び周 と林伯渠 に 下

記の よ うな電文を出 した
。

「宋哲元 の 対 日態度 は 強硬 に な っ て きた 。 華北 の 抗戦情勢は準

備 が で きて い る 。 上海 か ら西安 を経て 雲陽に行 き ， 紅 軍将 校 と協議 され たい 」 （中共 中央

党史研究室張聞天選 集伝記組編 ，
2000

， p。471 ）。 21 日，周 らか ら洛甫 と毛沢東に返 事が

あ り ，
「廬 山で大い に議論 したが ，成果が なか っ た。 こ の 間南京 ・上海 にお い て時局 の 変

化 を注 視 してい る。 中 日間が全面 的に 開戦す る こ とに なれ ば ，
「合作宣 言」 をす ぐに発表

で きる 。 （中略）情勢が い か に 変化 して も， 直 ちに 自ら各方面軍 の 1 万 5000 人 を基準 と し

て 3 個 の 方面軍に 改編す る 」 （中共 中央文 献 研 究 室 編 ，
1989

， pp．372
−373）。 そ の 後 ， 冀

察 当局 と 日本側 が停 戦 協 定 を 結ぶ と ， 中共 中央 は抗議 を示 す為に ， 23 日に 「日本帝国主

義の 華北侵攻に対す る第二 次宣言」 を発 した 。 翌 日 ， 毛 沢東は 陝西省徑 陽県雲陽鎮に い る

紅軍前敵総指揮部駐屯地 に 打電 した 。
「（甲）（周 ）恩 来は既 に上 海 に着 き，近い うち陝北

に帰 っ て くる 。 交渉は まだ ま とま っ て お らず ， 改編の 件は周の 帰還 を待 っ て 決定す る 。 （乙）

華北 はす で に妥協的とな り， しば らく戦闘は発 生 しない で あろ う。党は既 に 宣言を出 して

妥協 に反 対 した が，紅 軍 は暫 く打電 しな い 方が よ い
。

一
切は 周の 帰還を待 っ て 検討せ よ」（中

共中央文献研究室編，2002，p．6）。

　 これ らの 電文 か ら分か るの は ， 事件勃発 の 直後，中共が戦争の 開始に よ っ て ，国共 間の
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交渉の 行 き詰ま りを打開で きる と期待 した こ とで ある。 中共は 日中間の武力衝突が蒋介石

との 合作 を有利 に進 め る得難い 機会だ と考 えたの に 対 して ， 蒋介石 は 譲歩す る こ とが考 え

なか っ た。 日本側 の 華北に対 す る絶 え間 ない 兵 員増強 と華北当局 の 抗 日へ の 転換を確認 し

た上 で ， 中共 は 国民政府 との 交渉を放棄 し ， 自ら抗戦 しよ うと した 。
「抗 日 」を理 由 に軍

隊を改編 し ， 公 然 と行動す れ ば ， 国内各界の 支持 を得 られ ， 行動 の 合法 性 も認 め られ る可

能性 が あ っ た か らで ある 。 しか し， 19 日に 華北で 停戦協定が結 ばれ，そ の 後の 戦況 が 不

透明 とな っ た為 ， 中共 は停戦協定に 反対す る 宣言 を出 しなが らも， 自ら抗戦す る こ とに つ

い て
， 慎重に対応 しなけれ ばな らなか っ た 。

　25，26 日の 廊坊事件 と広安門 事件 ， それ か ら 27 日に は宋哲 元に よ る 日本側 の 要求謝絶

と全国向けの 「自衛守土」 通電 ， さらに 29， 30 日の 通州事件 と北平 ・天津 の 陥落 を経 て ，

8A1 日， 蒋介石 は 国防問題 を協議するた め ， 秘 か に国共 交渉の 国民党側の 代表で ある張

冲 を通 じて 毛沢東 ・朱徳 ・周恩来の 3 人 を南京 に招 きたい と電報 を送 っ た 。 これ に よ り，

中共 は交渉の難局か ら抜 け出 し始めた 。

　こ の 間 ， 蒋介石 が 紅軍の 出兵 を促 し
， 紅軍に 番号 を与えよ うとして い る こ とを知 っ た周

恩来は ，
上 海 か ら延 安 に戻 り， 朱徳

・
彭徳懐 ・任弼時 らと紅軍改編 の 編制 ・配 置 ・人事問

題 を協議す るた め に
， 博古 と

一
緒に雲陽に赴 き ， 紅軍前敵総指揮部が 開い た紅軍高級幹部

会議 に参加 した。8 月 1 日，洛甫 と毛沢東 は周恩来 と博古 に打 電 し ， 西 安 に い る葉剣英 に

次 の よ うに伝 えた 。
「 （甲）宣 言が ま だ発 表 され て お らず ， 綱領 が確定 され て お らず ， 合

作 も成立 して い ない た め ，国防会議 に は参加す べ きな い
。 （乙）上 記の こ とを真剣 に 対処

しなけれ ば蒋介石 と 4 回 目
4）

の 面 談を行わない
。 今 の 蒋は私 た ち よ りも焦 っ て い る。 （丙）

平津が 陥落した 後， 蒋は さらに 困難な状態に陥 っ てい るが ， 抗戦の 決 意 と合作の 誠意 が ど

の くらい に な っ た か は ， ま た後で 証 明で き る。我 々 は焦 らない で い い 。 （丁 ）紅軍 の 抗 日

宣伝 と実際の 作戦は少 し距離を置 き ， 実際 の 作戦 は
一

定の 条件 を満 た さない と実行 しな

い 」。 同 日 ， 洛甫 と毛 沢東 は朱徳 ・周恩 来 ・ 彭徳懐 ・ 任 弼時に も う
一

度電報 を打ち ，
「紅

軍抗 日の 出動 ル ー ト ・兵力 と作戦は ，す べ て 蒋介石 が決定す べ きで は な く ， 我 々 が損 を し

な い よ うに
， 適当な時機 を待 っ て 我が方の 案を提出 して協議せ よ 」と指示 した （中共 中央

党史研究室 張聞天 選集伝記組編 ，
2000

， pp．476−477）。

　中共 中央が周恩来 ・朱徳 ・葉剣英 を国 防会議 に参加 させ る と決 めた後 ，8 月 3 日に洛甫

と毛沢東が周 恩来 らに送 っ た電文で 「今回 の 南京行きには 下記の 事項 を解決す る必要が あ

る 。 （
一

）宣言 の 発 表 。 （二 ）政治綱領 の 確 定 。 （三 ）国防計画 の 策定 。 （四）紅軍 指揮部の

発表及 び兵員数 の 初歩的確定。 （五 ）紅 軍 の 作戦方針 」 と指摘 した （中共 中央党史研究室

4）　周 恩来 ・朱徳 ・葉剣英 の 3 人が 国民政府軍事委員会 （南京）の 開い た国防会議 を参加 。 国共合

作の 為 に，周恩来をは じめ とす る中共代表 は 1937年 3 月 下旬以 後 ， 既に 3 回 蒋介石 と会 っ て 協議

し て い た。
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張聞天 選集伝記組編 ， 2000， p．480）。 周恩来 ・朱徳 ・葉剣英 の 3 人 は南京到着後 ，
8 月 11

日に国民政府軍事委員会軍政部の 談話会に参加 し ， 12 日か ら国民政府側の 代表で あ る 張

冲 ・邵力子 ・康沢 と再び 「合作 宣言」 につ い て 交渉を行 っ た 。 康沢は 「合作宣言」 の 中で

は 「民主に触れ ず ， 民族 ・民権 ・民生 に対する解釈を 削除し ， 国民党との 了解に 基づ き共

に国難に赴 くこ とに言及 しな い 」よ う要求 した （中共 中央文 献研究室 編 ， 1989， p．376）。

13 日 ， 上海戦が 始 ま り ， 戦火 は華 中に広 が り南京 に迫 っ た 。 14 日 ， 国民政府 は 「自衛抗

戦声明 書」 を公 表 した 。 同 日 ， 洛甫 と毛沢東は朱 ・ 周 ・ 葉に下記の よ うな電報を打 っ た 。

「 （甲）宣言は改正 す る として も，必 ず しも康沢の 提案通 りに改定するわけで は ない 。 （乙）

我が方 の 改正 案はす ぐに送付す る。 （丙）発表を急 が ない 。 （丁）行動 を急 が ない 」 （中共

中央 党史研究室 張聞天選集伝記組編 ，
2000

， p．485）。 平津陥落 か ら上海 開戦ま で の 間に
，

中共 の 交渉態度は以 前 とは 異な り，急進的で はな くな っ た もの の ，条件 面で は
一

層譲歩 し

な くな っ た こ とが分か る 。 蒋介石 は開戦に 直面 し ， 背後に 敵を作 らない よ うに 紅軍の 参戦

を求 め ， 紅軍の 指揮権に つ い て は考えを改め な けれ ばな らな くな っ た 。 中共 も こ の 有利 な

機会に乗 じて さらに身分の 合法化を図 っ た 。

　8 月 15 日 ， 国民政府 が 「全国総動員令 」を 下 した こ とで ， 中国は 戦争状態 に入 っ た 。

同 日 ， 洛甫 と毛沢東は博古 と林伯渠に 「局 面 を判断 し任務 を課す 時機 が来 た 」 と伝 え た

（中共 中央 党史研 究室張 聞天 選集伝記組 編 ，
2000，p，486）。 18 日，中共 中央書記処 は南京

の 国防会議 に参加 して い た 朱徳 ・周 恩来 ・葉剣英に 「国民党 と談判す る十項 目の 条件 」を

送 り， 「現在一
番大事 なの は ， 党と紅軍 の 合法的地位だ 」 と指示 した。 さらに紅軍 の 「独

立 自主 の 遊撃戦原則 」 と 「情況 に よ っ て 出兵 す る 」，
「兵力を分 けて 使用 しない 」 とい う

条件 も加 えた （中央档案館編 ，
1991

， pp．322
−323）。 周恩来 らが 上述の 条件 に基 づ い て 繰

り返 し交渉 した結果 ，
「蒋介石 と何応欽 は主力紅軍 の遊撃戦原則 と，朱徳 と彭徳懐が 8 路

軍の 正副総指揮 となる こ とに 同意 した 」 （中共 中央文献研究室編 1989
， p．377）。

22 日 と

25 日 ， 国民政府 と中共側は 相次 い で紅軍 を国民革命軍 第 8 路軍 に改編 し，115 師 ・120 師 ・

129師 を編成す る命令 を 出 し ， 朱徳 と彭徳懐 は即 日，正 副指揮官 と して 就任す る と電報 を

打っ た 。
こ れに よ り， 編成 され た 8 路軍 115師は 22 日に出兵 した （中共中央文献研究室編 ，

1989
， p．379）。以上 の よ うに ，紅軍の 編制 と指揮権問題 は蒋介石 の 譲歩に よ っ て合意 に達

し
， そ の 作戦原則 も認 め られ た 。 国共 間の 軍 隊に 関す る主 な論 争は大体纏 ま っ たが ，

一
方

で は辺 区政府 の 人事問題 が表 面化す る こ とに なっ た。

　8 月 30 日 ， 毛 沢東は 陝甘寧辺 区 の 人 事問題 に つ い て ， 当時に 南京に 残 っ て い た 葉剣英

に電 報 を送 っ た 。 その 内容 は 「康沢が 推薦 し た丁 惟汾は受け入 れ られ ない 」，
「辺 区政府

の 正 副主席 は林 （伯渠）・張 （国熹） とす る 」 （中共 中央文献研 究室編，2002，p．19） と

い うもの だ っ た 。 9 月 1 日 ， 洛甫 と毛 沢東は連名 で周 恩来 らに 中央の 「丁惟汾 」案に対す

る対策 を指示 した 。 その 内容は ，
「辺 区は主席 を設 けず ，

正 副長官を設立 し， 林を正長官

と し張 を副長官 とす る 。 南京か ら派 遣 した 高級参謀 が 『兵営に
一

歩足 を踏み入 れ る こ とも
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許 さない 』， 連絡参謀に変 えて ， 紅軍が認 め る人物を任命す る 。 115師 ・120師 と総指揮 部

が 相次い で 出兵 す る こ とを同意す るが ， 129師は 国共 間の 主 な 問題 が解決 し なけれ ば 出兵

しな い 」 （中共 中央党史研究室張聞天選 集伝記 組編，2000
， pp．491

−492）。
9 月 2 日 ， 周 恩

来は 国民政府軍事委員会に 属す る西安行営か ら国民政府が辺 区政府 を丁 （惟汾 ） と林 （伯

渠）を正 副長官 とし ，
8 路軍を集結 させ 出兵 して か ら 「合作宣言」 を発表す る との 情報 を

得たため ， 蒋介石 に伝達す るた めの 電 文 を康沢 へ 送 っ た 。 そ の 内容 は 「合作宣言」 をす ぐ

に発 表 し，辺 区政府 の 正副 長 官を林 と張 に したい とい うもの で あ っ た 。 9 月 8 日，再び蒋

介石 に打電 し
，

8 路軍の 129 師を出兵するた めに ， 迅速に 「合作宣言」 と陝甘寧辺 区の 名

義 を発表す る よ う要求 した （中共中央文献研 究室 ，
1989

， p．　380）。

　9 月 10 日 ， 洛甫 と毛沢東 か ら蒋鼎文 に あて て ， 林伯 渠 と朱徳に朱徳 ・
彭徳懐 の 名義で ，

129 師が 出兵 しない 理 由 を説 明す る電報 を打 っ た
。 電文は 「一

， 現在 の 作戦区域に 3 個師

を使用 す る必 要は ない 。 二 ，宣言・辺 区の 公 表が なされず合法的地位を獲得 して ない
。 従っ

て 兵士家族 に は保障が ない
。 三 ， 129師に編入 された第 4 方面 軍の 改編 が完了 して い ない 」

（中共中央党史研究室張聞天選集伝記組編 ， 2000， p．494） とい うもの で あ っ た 。
9 月 13 日 ，

山西 の 大 同が陥落 し ， 8 路軍 が 属す る第 2 戦 区 には危 険 が迫 っ て い た 。 14 日，毛 沢東 は 再

度林伯 渠に打電 し ， 以前決 定 した 「紅軍の 独立 自主の 遊撃戦原則 」 に依拠 し，
「大量 の 兵

力 を狭 い 区域に投入す る作戦は遊撃戦 に適 さない 」の で ，129師を前線 に 展開 させ ない と

い う判断は 間違 っ て はい ない と指摘 した （中共 中央 文 献研究室編 2002，p．23）。
9 月 20

日ま で に ， 中共側 は強硬 な態度 を少 し軟化 させ た 。 それ は ， 洛 と毛 が博古 と葉剣英に 送 っ

た電 文 に表れ て い る。
「宣言 を発表 して合法的地 位 を獲得 しさえすれば，辺 区問題 を暫 く

棚上 げに し て も差 し支え ない
。 宣言が発 表 され れ ばす ぐ劉 師 （129師 ） を出兵す る 」 （中

共 中央 党史研究室張聞天 選集伝記 組編 ，2000
， p．499）。 こ の 譲歩策に よ っ て ，国民政府 は

9 月 22 日 ， 公 式に 「合作宣言」 を発表 す るに至 っ た 。
こ れ は国共合作 の形 式上 の 達成 と

言え る だ ろ う。

　盧溝橋事件か ら国 共合作の 合意にい た る過程で ， 中共は 明 らか に 「主戦 」姿勢を示 して

い た が，国民政府 との 交渉は急進か ら慎重へ
， しか し，条件面 で は譲歩 しない 姿勢 へ と転

換 した 。 事 実上 ， 中共 の 事件後の 「主戦 」姿勢は ， 民族の 存亡に 対する憂慮の た め とい う

よ り ， 交渉 の 好機 を勝ち取 るた めの もの だ っ た 。 秦郁彦の 分析に よ る と ， 中共 の 事件直後

の 通 電 は 「それ まで 秘密で 交渉 して い た合作宣言 の 核心 を蒋介石 と合意を待たず ， 先取 り

する形で公 表 して 世論を リ
ー

ドしよ うとする もの だ っ た 。 その よ うな形で 対 日戦 に引き込

まれ るの を警戒 した蒋が， 硬化 したの は 当然で あ っ た 」 （秦 ， 1996，p．279） とす る。 中

共の こ の よ うな動 きは ，
コ ミ ン テル ン の指示 や ソ連の 政策 とも関連があ る 。

コ ミ ン テ ル ン

第 7 回大会後，中共 の 方針 を ソ ビ エ ト化か ら 「抗 日民族統
一

戦線 」に転換 させ ，
「世界反フ ァ

シ ズ ム戦線 」の 構築を徹底す るため
，

コ ミン テル ン 執行委員会書記処は重ねて 中共 中央 に

打電 し， 「現段階で は ，

一
切は 日本帝国主義 に 対す る闘争 に従 う。

二 つ の 仕事 （ソ ビ エ ト
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化 と抗 日）を同時に進 め るの は 不可能だ 。 真に武装抗 日をするならば ， 蒋介石 或は彼の 絶
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5｝

対多数の 軍隊を参加 させ な けれ ば い けな い 」 と要求 した 。 こ こか ら， コ ミ ン テ ル ン は 中

共 が全 力 で 積極的抗 日 に転換す るだけ で は な く，軍事的に も蒋介石 或は 蒋の 主 力部 隊を戦

争 に引き込 ませ る よ う意 図 して い た こ とが分か る 。

　こ の よ うな状況下，国民政府 も慎重 に対応 し
， 蒋介石 は 中共の 積極的な動向 につ い て 次

の よ うに述べ て い る。 「中共の 抗 日は
一

再な らず騒 ぎた て ， 実際に は重大な陰謀 を孕 ん で

い る 。 中共 の 動機 は
， 抗 日戦争 を引き起 こ す こ とが で きれば ， 以下の 二 方面の 効果を獲得

で きる こ とにある。
一

つ は，中国をもっ て 日本を牽制 して ， 日本がソ連 に進攻で き ない よ

うに させ る こ とで ある 。 もう
一

つ は， 日本軍を もっ て 中国政府を牽制 し，国民 政府軍 が 中

共 に進攻 で きない よ うに させ る こ とで ある 。 中共 は こ の 機会 に乗 じて ， 実力 を強化 し ， 政

権を奪お うと して い る 」 （秦総編纂 ， 1978， pp．71−72）。 した が っ て ， 事件 勃発直後 の 国

民政府 は ， 国共合作の 交渉条件 つ い て は譲歩す る つ も りが な か っ た 。 7 月 19 日 ， 日中間

の 停戦協定が 中共 の 推 し進 めた抗 日の 歩調 を
一

時的に緩和 した こ とで ， 連蒋行 動 は再 び暗

礁に乗 り上 げ， 交渉も行 き詰ま っ た 。 しか し ， 平 津の 陥落 と 8 月 1 日の 南京か らの 極秘電

報に よ っ て ， 中共 は交渉 の 受動 的立場か ら主 動権を握る立場 に向 い て ， 国民政府 との 合作

抗 日を性急 に求 め る態度か ら，交渉 の 条件 を堅持 し，国民政府 の 出兵催促 を待 っ とい う態

度に転換 した。 8 月 15 日以後， 中共 は 「党 と紅軍の 合法地位 亅を出兵 の 前提条件 と して ，

つ い に 8 路軍 の 指揮権を獲得 した 。 大 同陥落が迫 っ て い た第 2 戦区の 状況を背景に ， 中共

は 129師発動問題 と辺 区問題 を絡 める こ とに よ っ て ， よ うや く　「合作宣言」 の 公式発 表を

実現 した の で あ る 。

皿　紅軍改編及び出兵 ・ 作戦に 関する内外の 論争

　盧溝橋事件後の 戦況の 推移 と国共 交渉の 進展 に伴い
， 紅軍 改編の 具体的な手 配及び 出兵

な ど一
連 の 問題 は国共 間及 び 中共 内部 で 論争 の 焦点に な っ た 。

「紅軍 改編 亅の 提起は ， も

と もと 1936 年初め 国共 間の 両党関係 に 関す る秘密裏の 接触 か ら持 ち上 が っ た 。
「国民党

は，共産党の 存在 と独立 を認 め る 可能性 が あ るが ， そ の 条件は 共産 党が国 民党の 軍 隊 と政

権の 形 式 を基準 に し ， 紅 軍 改編 とソ ビ エ ト制 度 の 改 変に 同意 しなけれ ばな らない 」 （楊，

5）　「共 産国際執行委員会書記処 給 中国共産党 中央委員会 書記処 的電 報 」 （1936年 8 ．目 15 日）。

「西安事変 」後，中国国内の 新た な情勢に鑑 みて ，
コ ミ ン テ ル ン は ソ ビ エ ト制度 を放棄 し， 紅軍 と

ソ ビ エ ト区 を改称 して国民 政府 軍事委員会 と中央政府の
一

元的指揮 に従 うと 中共 に提 議 した （1937

年 1 月 20 日 ，
3A5 日）。 盧溝橋 事件後 ， デ ィ ミ ト ロ フ は 中国問題 を議論する コ ミ ン テ ル ン 執行 委

員会 にお い て ， 中共党 内の 幹部が迅 速 に意識 を転換す べ きで あ る と，ソ ビ エ ト化 か ら全 力 に抗 日

に向 うこ とを強調 した （1937年 8 月 10 日）。 （中共 中央党史研 究室第一研究部編，2007，pp．　467 ・

483 ・485 ・502参照）。
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1992， p ．7）。
「西安事 変 」後 ， 蒋介石 は 下記 の よ うに周恩 来 と約束 した 。

「共産 党の 掃討

を停止 し ， 紅軍 と連合 して 抗 日す る 」，
「全国的な抗 日戦争が勃発 すれ ば ， 共 産党は公 に

活 動で き ， 国共 も公 に合作す る こ とが容認 され る こ とにな り， さらに紅 軍 を改編 し， 国民

政府 が統
一

した指揮 をす る こ とが で き る 」 （張 ，
2001

， p．301） と 。 そ の 後の 国共 間の 数

度 に わ た る交渉を経て
，

1937 年 6 月 中旬 に 「紅軍を 3 個国防師 ，
4 万 5 千人 に改編する 」

（中共中央文献研究室編， 1989，p．366）合意に達 したが
， 軍 隊の 指揮権 につ い て は双方 が

対立 し て 譲 らなか っ た 。 盧溝橋事件後の 「紅軍 改編 」問題 とは，主力の 旧紅軍 第 1 ・2 ・4

方面 軍 が方面 軍 一軍 （軍 団）一師 （独 立団）編成か ら国民革命軍の 師
一旅 一

連隊の 編成 に

改編す る こ とをめ ぐる
一

連 の 問題 を指す 。

　8 路軍に 改編 され る前 ， 中共党軍の 内部で は 紅軍 改編 の プ ロ セ ス ・出動 兵力 ・作戦原

則 ・作戦任務 な どに つ い て 何度 も調整 が行われ た が ， 同時 に意見の 不
一

致 も表 出 した
6）

。

それ は 中共が積極的抗 日を 宣伝す る
一

方で ， 有効に戦 力 を保 つ こ とも図 っ て い たた めで あ

る 。 盧溝橋事件後，中共 側の 最初 の 紅軍 を移動 させ る指示 は ，
7 月 11 日に毛沢東 と朱徳

が紅軍前敵総指揮部 の 彭徳懐 ・任弼時 ・鄲小平 に 送 っ た電報 で あ る。 「日中戦争 は拡大す

る見 込 み が あ る 。 既 に周 恩来 と林伯渠 に 打電 し ， 紅軍 を河北 に 移動 し応 戦 させ る こ と に

つ い て 蒋介石 と交渉 させ る 。 第
一

歩は 27 軍 ・28 軍 ・32 軍及 び 騎兵連隊 を師に編成 して

先 に 出発 させ る 。 主力部 隊は改編後 ， 前線 に出動 す る 」 （中共 中央文 献研 究 室編 2006，

pp．647−648）。 14 日，毛沢東 と朱徳は軍 事委員会主席団 の 名義で紅 軍 各軍 に 「軍 の 単位 で ，

国民革命軍 に編成す る 。 （中略 ）10 日以 内に編成 を行い ，出動命令 を待 つ 」 とい う命令 を

発 した （中央档案館編 ，
1991

， pp．287−288）。 16 日 ， 毛 沢東 と朱徳は再度彭徳懐な どの 紅

6）　中共 内部の 紅軍改編 と作戦の 意見 の 不
一致に関 して ， 次 の よ うな研 究が あ る 。

「紅軍改編前後

国共談判闘争評述 」は紅軍内部 の 出兵 問題 をめ ぐる相違 に っ い て ，「紅軍 内部の 相違 は 第二 次国内

革命戦争か ら抗 日民 族解放戦争に転換す る歴 史時機 に現れ る の は 当然で ある。そ こ で 8 路軍 は民主

的精神 を発 揚 した 」と述 べ て い る （劉，2003，p．50）。こ の ほ か ，特 に楊奎松 の 関連研 究を ま とめ

てお き た い
。 楊に よれ ば，盧溝橋事件直後，毛沢東 は 「優先的に運 動 戦 を採 っ て 友軍に協力する 」

とい う対 日軍事戦略の 構想を練 っ た が ， 8 月 1 日ま で平津の 陥落に よる国民政府軍の 正 面作戦の き

わ め て 大 きい 損失に鑑み ， 毛 は紅軍 の 遊撃戦の 特長を発揮す るため ，
正 面作戦を行わ ない と強調 し ，

「独立 自主」 の 作戦方針 を提起 し始め た
。

こ れ に対 して ， 多数 の 紅軍高級将校は過度の 警戒は好 ま

しくない ，紅軍が勝利 の 為 に出動 し ， 威信 を樹立 して 統
一

戦線を展開す る の が大事だ と主張 して い

た。こ の よ うな論争は，洛川 会議で よ うや く 「持久 戦亅 と 「独立 自主の 山地遊撃戦」 にま とま っ た

が
， 中共 内部が軍 事戦略 に対 して 完全 に

一
致 し た とは言えなか っ た。 1937年 9 月 25 日に 115師が

平型 関で 国民党正面守備軍に協力 し，日本軍 を待ち伏せ 攻撃 した勝利 の 後で ， 毛 には 「仮 に運動戦

を用 い て 閻錫 山の 軍隊に 協力 し
， 積極的に晋北 の 対 日決 戦に加 わ る 」 構想 が あっ た が ，基本的軍事

戦略 として位置付けられ た遊撃戦を放棄す る わけで は なか っ た （楊 ，
1988

， pp．105−122 。 楊 ，
1995

，

pp．　23−25。 楊，1996，　 p．131）。楊の 研究は ，戦場 の 情勢 と実際 の 作戦条件 に よる中共 内部の 対 日軍

事戦略の 不
一

致 とそ の 変化 を明 らか に した もの で あ るが，その こ とと中共の 対国民党政策 の 展 開及

び抗 日態度 との 関連は ， 必 ず しも明 らか に して い る とは 言えない 。
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軍将校に電報を送 っ た 。
「甲 ， 国民政府が 紅軍主力の 参戦を許 した ら ， 旧 第 1 ・2 ・4 方面

軍 を 出動 させ ， 国 民革命軍 の 師 ・旅 ・連隊 に再 編成す る 。 乙 ， 紅軍主力部隊 の 参戦 を許 さ

ず ，
一

部だ けの 参 戦 を許す場合，27 ・28 ・32 軍及び騎兵連隊 3000人 を 1個遊撃師に 編成

して 派遣す る 」 （毛 沢東軍事文集 ， 1993， p．5）。 交渉結果が 不明な状況で ， 紅 軍改編 を事

前 に準備 し ， 主力部隊 の 参戦も予 定 した こ とか らす れ ば ， 当時の 中共 は 日中間が戦争にな

る 可能性 を確信 し ， 国民政府 との 交渉に も自信 を も っ て い た と思 われ る 。 しか し， 南京 に

駐在す る周恩来た ちの 交渉結果は 中共 に とっ て 決 して 楽観で きる もの で はな く， 紅軍 の 指

揮権に つ い て もまだ協議 中だ っ た 。 蒋介石 との 交渉 を打ち切 る意向が表明 され た後， 中共
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 T）
は 自ら紅軍 を改編す る方針 で あ っ た が ， 7 月 19 日の 停戦協定に よ っ て 中共 内部で は 自ら

の 改編 に 関 して 見解 の 相違が生 じた 。

　 7 月 26 日，紅 軍前敵総指揮部 の 朱徳 と彭徳懐 をは じめ とす る将校 か ら ， 中共 中央書記

処 と中央軍事委員会 に宛 て に次 の よ うな電 報が 送 られ た 。
「現在の 有利 な情勢を掴ん で ，

即時 自ら 3 個師を 1 つ の 軍 司令 部の 下 に編入 して置き ， 全国 に公 表す べ きで ある 亅 （中共

中央文 献研 究室編 ，
2006

， pp．　650
−651）。 28 日 ， 毛沢 東は朱 と彭 らに返 答 し，併せ て 葉剣

英 に も転送 した 。
「下記の 点に つ きた だちに行営の 同意 を得 られ た し。 （

一
）出動 で きる

よ う第 4 方面 軍 と 74 師を三 原 に集 中 させ て 改編す る。 （二 ） 各独 立 軍 ・師 を含 め，4 万

5000 人 の 3個師 を編成す る 。 （三 ）師の 上に総指揮部 （将来譲歩 して軍 司令部 として もよ

い ） を設 け ， 朱を正 指揮 ，彭 を副 指揮 とす る 。 政治部 は 任 （弼時）を正 主任 ， 鄲 （小 平）

を副主任 とする 。 南京 が承 認す るか ど うか にか か わ らず ， 軍事委員会の 指導下 の 全権指揮

を実 行す る 」 （中共 中央文献研 究室編 ，
2006

， p．651）。 同 日 ， 洛甫 と毛沢東は 周恩来 ・博

古 ・ 林伯渠に も次の 電報を打 っ た
。

「甲 ， 貴方 はす ぐ雲 陽に行 き改編問題 を協議せ よ 。 乙 ，

雲陽 か ら西 安に行 き，諸将校の 意見 に 基づ い て 蒋鼎文に 伝 え よ 。 蒋鼎文 を通 じて 以下 の 内

容 を蒋介石 に伝 達せ よ 。 （
一

）8 月 15 日前に編成 を済ませ ，
20 日に 出兵す る 。 （二 ）3 個

師 の 上 に 総指揮部を設 けな けれ ばな らない
。 （中略） （四）主力部隊は出兵 した ら，集 中し

て 作戦す る 。 紅軍 を分散 させ て は な らない 」 （毛沢東 軍 事文集， 1993， p．18）。 30 日 ， 朱

と彭は 中央書記処 ・軍事委員会に 打電 して 葉剣英 に もそれ を転送 し ，
「紅軍 の 行動 と改編

は で きる だけ迅速 に 自ら行 う必 要が あ る 。 ゆえに ，
8A1 日に 1 ・4 方面 軍 を三 原 ・徑陽

に集 中させ る こ とを決め た 。 既 に西安行営に知 らせ た が ， 許 可 され るか否 か に関 わ らず ，

断 固と して そ の よ うに実行 す る 」。 毛沢東 と周 恩来 は即 日 「部 隊の 移動は必ず西安行 営の

許可を取 っ て か ら実行 す る 」 （中共 中央文献研究室編 ， 2006， pp ．　652− 653） と返事 を した 。

こ の 間 ， 中共内部は 自ら改編 して 自主的に行動す るの か ， それ とも国民政府軍事委員会西

7）　中共 中央は 1937 年 6 月 25 日に 提出 し た両党合作交渉方案に ，「7 月 中旬頃 宣言 を発 表す る。宣

言を発表 し た後，蒋が 軍事総指揮部 を設 ける こ とに同意 した ら，紅軍は正式番号を発表 した後改編

する。で なければ，8 月 1 日 に 国民革命軍仮師の 名義で 4万 5000人 の 軍 隊に独断で改編す る 亅との

意向 を示 して い た （楊 ，
1992，p．54）。
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安行営 を通 じ，南京 との 協議 を維 持す るの か につ い て不
一

致が生 じたが ，冀察政権 と日本

側の 停戦協議 に鑑み て ，や は り西安行営や蒋介石 との 交渉 を保 つ とした 。 しか し，紅軍の

改編 と指揮権 に つ い て は絶対譲歩 しな い こ とを明 らか して い る。

　8 月 1 日 ， 平津陥落 と蒋介石 が 中共 を 国防会議 に出席 させ る こ とを知 っ た後 ， 中共 は 交

渉を急 が な くなっ た が
，

一
方で は紅軍の 出動兵力 ・作戦原則に つ い て ， 内部で 異論が 出さ

れ る よ うにな っ た 。
1 日， 洛甫 と毛沢 東 は周 恩来 ・博古 ・林伯渠 に打 っ た 電文 にお い て ，

「紅軍 の 作戦 に つ い て ， 目下 の 情況 か ら ， 以 下 の 二 つ の 原 則 を堅持 しな けれ ばな らな い
。

甲，全体の 戦略方針の 下に独立 自主 で 分散 して 作戦す る遊撃戦を実行す る 。
乙

，
上記 の 原

則に依拠 すれ ば ， 最初の 段 階に紅軍は 3 分の 1 の兵力 を出す 」と指摘 した （中共中央党史

研究室張聞天 選集伝記組編 ，
2000

， pp．475−476）。
4 日 ， 朱徳 と彭徳懐 らは 紅軍の 参戦方

針 に つ い て 連名 で洛甫 と毛沢東に 打電 し ，
「抗戦の 参加 と指導を勝 ち取る 。 参戦 を躊躇わ

ず，主力 紅 軍 の 出動 も拒絶せ ず 。 独 立 自主 で
一

部の 作戦の 担 当 を求 め る。 3 分の 1 の 紅軍

だ けを出動 させ る こ とに つ い て 熟慮 したが ， や は り主力紅軍の 出動が妥当で ある 」と述べ

た （中共中央文献研究室編 2006
， pp．654

−655
。

王 主編 1998
，
　 p．177）。 5 日， 洛 と毛 は

「甲 ，

一
部の 作戦を担当す るの は， （中略）『単独で 作戦 を担 当す る』とい う意味で はな く ，

特定の 地域 内で 正 面 切 っ て 作戦 す る友軍に協力 す る とい うこ とで あ る 。 乙 ，情況に よ っ て

兵力 を使 うこ とにつ い て，主力 部隊 の 出動 は承 諾 したが （兵 力 は 2 分の 1或は 3 分の 2），

蒋介石 に は 具体的兵力 を明か さない でお き たい
。 （中略 ）蒋の 軍 閥割拠 （紅軍の 全部 出動

は蒋の 要 求で あ る） を用 心 する
一方 ，陝甘 は我 々 の 唯

一
頼 りに なる後方で ある こ とを考 え

にい れ なけれ ばな らない （蒋は陝甘に なお 10個師 を配置 して お り， 紅軍 が 全て の 主力 を

前線 に 送 っ た ら， 彼 の 占拠を許すこ とに なろ う）」 と述 べ た （中共 中央党史研 究室張 聞天

選集伝記組 編， 2002，p．481）。

　8 月 9 日 ， 周 恩来 ・朱徳 ・葉剣英 の 3人は 国防会議の た め に南京に赴 き ， 再 び 「合作宣言」

の 発表に つ い て 国民政府 と交渉 した が ， 満足す る結果は得 られ な か っ た 。
「合作宣言」 が

公 式に 発表 されず ， 中共の 党 ・軍 ・政府の 身分 が公 式 で は ない 状況に， 自ら紅軍を改編 し

て 前線に送れば
， 兵力は す ぐ消耗 し

， 併呑 され る可能性が高い
。 抗 口気運の 高揚 と日本軍

の 前進 に伴い
， 軍隊は 出動せ ざる を得ない 状況 にな っ た 。 そ の た め ， 中共 中央 は軍隊を移

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 s｝
動 した 後 に改編 す る と決 定 した 。 10 日 ， 毛沢東 は 山西で 統

一
戦線工 作 を担当 した 彭雪楓

に次の よ うな指示 を出 した。 「時局 が緊迫 してい るた め ， 紅軍は改編を待たず 出動 し
， 大

同 に到 着 した後改編 を受 ける予 定で ある。朱徳 と周 恩来は 9 日に南京 に到着 したが ， 彼 ら

の 返事 を待っ て すぐ出動する 。 彼 らになぜ 改編 しなか っ た の か と聞かれ た ら ， 南京が宣言

8） 国共交渉中，紅軍 の 指揮権 はず っ と確定 されず ，国民政府に よ る正 式 の番 号も有 し て い なか っ

た。 し た が っ て ，
正 式に 国民革命軍に 編入 され る前 に前線に赴き，後に 改編 を受 ける とい うこ とで

ある 。
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を発 表せ ず ， 政治綱領も確定せ ず ， 紅軍の 番号は先 日発布 され たが ， 指揮部は まだ 決まっ

てい ない た め と答 えよ 」。 さらに 「陝北は食糧が ない た め ， 出動経路は韓城 を経て 黄河 を

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9）

渡 っ て 大同 に集 中する こ と しか で きない
。 こ の こ とは閻錫 山 と交渉 して 必 ず解決せ よ 」

と強調 した （毛沢東軍 事文集 ，
1993

， pp．28−29）。
12 日 ， 毛沢東が朱徳 と周恩来に あて た

電文 に よれ ば ， 閻錫山は紅軍 が 韓城を経て 黄河 を渡 り ， それ か ら同浦線で 移動す る要求 に

応 じた （中共中央文献研究室編 ，
2006

， p．657）。

　8 月 13 日に 上海で 開戦す る と，
14 日に は国民政府は抗戦に入 る声明 を発 し，

15 日 に全

国総動員令が 出 された。 こ うした状況 の もと，蒋介石 は紅軍 の 即 時出兵 を督促 す る こ とに

な っ た が ， 紅軍 出動の 方法 とル
ー

トに つ い て は ， 国共間で は激 しい 論争 に なっ た 。 す なわ

ち ， 中共 側 は毛 沢東 をは じめ とする主力 紅軍を集中的 して行動 させ ， 韓城で 黄河を渡 る条

件に こ だ わ っ たが ， 国民党は紅軍を分け ， 隴海線 ・
平漢線に沿 っ て 行動す る よ う提案 した

（中共 中央党史研 究室 張聞天 選集伝記組編 ， 2000， pp．486−487）。 毛沢東は ，
「紅軍の 出動

を分散 させ る こ とは陰謀で あ る 。 彼 らは紅 軍 をすべ て前線に送 り ， 分散 させ ， 強制 的 に命

令に従わせ るこ とに よ っ て ， 最終的に蒋介石 の 部下 に して しまお うとい う意図がある。 そ

うなれ ば ， 党と辺 区問題 は彼 らの 意図す る通 りとな り ， ひ い ては 宣言 の 発表 を拒否 して ソ

ビ エ ト区も廃止 され るだろ う」と判断 した （毛沢東軍事文集， 1993，p．32）。周恩来 らは，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Io）

8 月 18 日の 中共 中央書記処の 談判 に関す る訓令　 を厳守 して 交渉 を進 め て い た 。 戦況 に

迫 られ，蒋介石 は 最後に 中共が提 出 した 紅軍指揮権 ・ 作戦原則 ・ 出動の や り方 とル ー トな

どの 条件を認 め （中共 中央文 献研 究室編 ，
1989

， p．377），
8A22 日に公 式に紅 軍 を 国民

革命軍 8 路軍に改編す る命令 を下 した 。

　8 月 22 日か ら 25 日 ， 中共は 洛川 で 政治局拡大会議 を開催 し ， 主 に毛沢東が 22 日に行 っ

た軍 事問題及び 両党関係の 報告に 対 して 討論 した 。 毛沢東は 「我々 の 任務は
一

切の 力 を動

員 して 抗戦 の 勝利 を勝 ち 取 る こ とで あ り，

一
番基本的な方針 は持久戦 で ある ． 紅 軍 の 任

務は ， 根拠 地 を作 り， 敵 を牽制 して機 会を見 て 敵を殲滅 し，友軍 と協力 して 作戦 を行 い ，

紅軍 を保 存 して拡大 し
， 民 族革命戦争 の 指導権 を獲得す る こ とで あ る 。 紅軍の 戦略方 針

は独立 自主の 山地遊撃戦で あ る 。 （中略）主 力 紅軍の 全 出動 は情況 に よ っ て 決定 し ，

一
部

が残 っ て 陝甘寧辺 区を防衛す る必 要が あ る 」 と報告 した （中共 中央文献研 究室編，2002，

9）　中共 は南京側 と交渉 しな が ら，閻錫山 との 連絡 もつ けて い て ，紅軍の 移動 などに つ い て協議 し

て い た。「合作宣言」 が発表 されて い ない ま ま で ，中共 は紅軍を出動 した後 に改編す る こ とを決め

た の で ， 閻錫 山の 支持 を勝 ち取 る の は重要 で あ っ た （中共中央文献研究室編，2002，pp ．4−5。 毛沢

東軍事文集，1993，p．7）。

10）　中共 中央書記処 の 「国民 党 と談判す る十項 目の 条件 」は ，紅軍作戦 に つ い て ，
「全体 の 戦略方

針 の 下 に ， 独立 自主 の 遊撃戦原則 を実行する。情況に よ っ て 兵力 を使 う。兵力 を分け て 使用 しな い

（集 中 して韓城で 黄河を渡す）。第 1 回 目の 兵力 は平漢線の 西側 ・平綏線 の 南側 に活動 し ， 閻錫山の

管轄を受ける 」 と し て い た （中央档案館，1991，pp．322
−323 ）。
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pp．16
− 17）。 張聞天 ・周恩来 ・朱徳 らはそれ ぞれ 毛の 報告に対 して発 言 し ， 持久戦 の 方針 ，

独立 自主 の遊撃戦原則及 び 主力紅軍 の 出動 に関す る戦略的手 配 に ほぼ同意 した 。
こ の 会議

で樹 立 され た 中共軍 事 委員会 は 22 日の 国民政府軍事委員会の 命令 を踏ま え，25 日に紅軍

を 8 路軍 に改編す る こ とを 宣言 した 。 こ うして 中共 内部の 自ら紅軍を改編する論争 は消滅

した 。 そ して ， 中共 の 主な指導者は会議で 洛川に 集っ て ， 当面の 議論を した上 で ， 紅軍の

出兵及び作戦原 則につ い て暫定的な合意に達 した 。
115 師 と 120師が相次い で 出動 した後，

国共間で は 129師の 出兵及 び 8 路軍 の 配 置な どの 問題 が 浮 上 し始 めた 。

　8 月 30 日，周恩来は毛 沢東か ら次の よ うな電文 を受け取 っ た 。
「太原

・大同に赴い て 閻

錫 山 と会見 し ， 8 路軍が 山西 に入 っ た後 の 活動地域 ・作戦原 則 ・指揮関係 ・補給計画 な ど

を協議せ よ 」 （中共 中央文献研 究室編 ， 1989 ， p．　379）。 9 月 3 日 ， 毛沢東は周 恩 来 ・朱徳 ・

彭徳懐 ・任弼 時に 打電 し ，
8 路軍 の 活 動 地域に つ い て 閻錫山と交渉す る とき， 浹源 ・阜平 ・

霊丘 の 3 県 を中心根拠地 とす べ きで あ り，それ は紅軍の 守備兵力の 配置や遊撃戦の 展開に

有利 で あると主張 した （毛沢東軍事文集 ，
1993

， p，40）。 周恩来の 太原で の 交渉結果に よ

れ ば，閻錫山は 上記 の 条件 に 同意 した （中共 中央文 献研 究室編 ，
1989

， p．　380）。 9A6 日
，

朱徳
・
任弼時 ・左 権 ・ 鄲小 平は 8 路軍総指揮部を率い て 雲 陽か ら山西の 前線 に赴 い た 。 11 日，

国民政府軍 事委員会は 8 路軍 を第 18集 団軍 に改称 して ，正 式に 閻錫 山が統轄 して い た第

2 戦区 に隷属 させ た 。 13 日に 日本 軍 が 大同 を 占領後，広 霊 に前進 し よ うと した ため，閻錫

山は 14個連隊を集め て 敵軍 と決戦 を行 うつ も りで ，
ll5 師に も参戦 を促 して い た 。 16 日 ，

毛沢東 は林彪 （115 師師長）に 打電 し， 「わ が軍 は既 定方針 を守 っ て ， 遊撃戦を用 い て 友

軍 の 作戦 に協力 し ， （中略） 当該方針 は動揺 させ るべ きで は ない 」と 115 師の 正 面作戦 を

参加 す る こ とに 反対 し た （中央档案館編 ，
1991

， p．338）。

　そ の 後 の 9 月 17 日， 19 日，21 日，毛沢 東 は何度 も朱徳ら前線の 指揮 官に電報 を送 り，

次の よ うに伝 えた 。 大同は既に失われ ，太原は きわめて危険な状態に あ り， 山西東北部 は

日本軍の 重要な進駐地点に なっ た 。
8 路軍 は 山西東北部 （河北西北部）に集中すべ きない

。

長 い 目で 見 る と， 120師はす ぐ山西 西北部に赴 くの で 先に戦機 を捉 えた方 がい い 。閻錫 山

と同 じ よ うな受動的境遇 に 陥らない よ うに
，

正 面作戦を避けるべ きで ある （中共中央文献

研究室編 ，
2002

， pp．24−25。 同 ， 2006，　 pp ．668−671）。9 月 22 日， 周 恩 来 と朱徳 は 閻錫 山

と交渉 した後，8 路軍 の 作戦 配 置を確定 した （中共 中央文献研究室編 ，
2006

，
　pp．671）。 同 日 ，

国民政府 は公 式 に 「合作宣言」 を公 表 し， 中共 は合法的地位 を獲得 した
。
23 日 ， 洛甫 と

毛沢東が連名で 南京 の 博古 と葉剣英 に送 っ た電 報 によ る と，
「辺 区問題 が解決 し ない と劉

師 （129 師 ， 師長劉伯承）は 出兵 しな い
。 当該師の 内部の 改編 は進 行中で ， 短時間で 整 え

られ る 」 （中共 中央党史研 究室張 聞天 選 集伝記組編，2000，pp．500
−501）。

こ こ か ら ， 中

共は 129 師を出動 させ ず ，辺 区 問題 を暫 く留保 す る こ とに よ っ て 「合作宣言 」の 発 表を実

現 させ たが ， 宣言発表後にす ぐ 129師を出兵する約束を実行せ ず ， 改めて 辺 区問題 を提起

した こ とが分 か る 。 宣言発表 の 日に な っ て も，中共軍隊の 主力 はすべ て が 出動 した わ けで
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　 　 　 　 　 　 　 　 ID

は なか っ た の で あ る　。

皿 　延 安の 中共 権 力構造 の 変化

　 時代 は少 し前後す るが ，1935年 「遵義 会議後程な く，張聞天 が博 古に 代 わ り，周恩来

が李徳 に代わ り ， 形 式 上 で は ， 張 ・ 周体制が形成 され た 。 毛沢東は張 と周に継 ぐ第 3位 に

な っ た。実際 ， 張は軍事に不案 内であ り， 周は 朱徳 と
一

緒に前敵指揮を担 当 し
， 常 に 中共

中央 を遠 く離れ てお り ， （中略） 軍事 を得意 と して い た毛沢東 は 中央で張 を補佐 し ， 張の

代 わ りに返 電を起草 したた め ， 次第 に紅軍 作戦 の 実際 の 総指揮者 に な っ て い っ た 」 （楊 ，

1997，pp ．417−418）。 この 後，西北軍事委員会主 席，中華 ソ ビエ ト共 和国 中央革命 軍事委

員会主席 を歴任す る こ とに よ っ て ， 毛沢東 は 中共党内 の 軍事指導権 に近づ い て い っ た 。 そ

れ と共に，紅軍三 方面軍の 合流と国共交渉 の 推移 の なかで ， 延安を中心 とする 中共陝甘寧

政権 は整 え られ て い っ た 。 1937年 8 月 22 日か ら 25 日 に ， 中共 は変化す る時局に対応 す

るた め に ， 洛川 で政治局拡大会議 を開い て ， 旧 ソ ビ エ ト共 和国軍事委員会を取 っ て 代わ る

中共 中央革命軍事委員会を樹立 した 。 それ か ら ， 新た に軍事委員会の 成員を入 れ 替えて
，

毛 沢東 を中共 軍事委員会 の 書記 に任命 した 。
こ の よ うな変化 は ， 盧溝橋事件以 来の 中共中

央指導層が戦局 の 動 き に連動 して行 な っ て い た 国共交渉に対 し
， 党内方針を調整す る時に

表れ て い た権力 関係 となん らか の 繋が りが あ る の だ ろ うか 。 洛川 会議前後の 中共 中央 の 権

力構造 は どの よ うに変化 した の か 。

　主力紅軍が長征 を経 て 1936年 10月 に陝北に合流 し ，
12 月 に 中華 ソ ビ エ ト共和 国中央

革命軍事委 員会 は改組 され ， 毛沢東 が主席 に ， また周恩来 と張国熹が 副主席 に ，朱徳 が紅

軍総 司令 に ， 張国熹が紅軍 総政治委員 にそれぞれ任命 され ， 軍事委員会主席 団は 7 人 （毛 ・

朱 ・周 ・張 ・彭徳懐 ・賀龍 ・任弼時） にな り， 紅軍部隊の 集中指導と指揮の 統
一

が 実現 し

た （田 中，2007，p．58）。 こ の 時 点 で 主力 紅 軍 の 編 制 と兵 力 の 情況 は以 下 の よ うだ っ た 。

第 1方面軍 （第 1・ 15軍団 ， 第 81 師 ， 第 28 軍）司令員 と政治委員は彭徳懐 。 第 2方面軍 （第

2・6 軍団 ， 第 32 軍）総指揮は賀龍 ，
正 ・副政治委員 は 任弼時 ・関向応 。 第 4 方 面軍 （第 4 ・

5 ・9 ・30 ・31 軍）総指揮 は徐 向前 ， 総政治委員は 陳昌浩 で あ っ た （中国人民解放軍軍事

科学院軍 事歴史研 究部， 1987， 附表 63）。
こ の とき ， 紅軍の 三 つ の 主力の 中で

一
番 の 精鋭

は張国熹が指導 して い た第 4 方面 軍 で あ り ， 張 もそ の た め に 軍 事委員会に 入 り，紅軍総政

治委員 にな っ て い た 。 そ の 後 ， 中共の 「寧夏計画 」の 挫折 を経て ，
4 方面軍の 第 5 ・9 ・ 30

軍 は黄河西岸に 孤立 し
， そ こ か ら西路軍に編成され て 引き続き 「国際路線 」 の 遂行 を目指

す こ とにな っ た が， 1937年 3 月頃に全 滅 して しま う （田 中 ，
2007

， pp．　28
−29

，
250− 251）。

11）　『朱徳年譜』に よ る と，129師の 先頭部隊は 9 月 30 日 に陝西省富平県庄 里鎮か ら山西省 の 東南

部に 向けて 出発 した （中共中央文献研究室編，2006，p．681）、
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　こ の後 ， 洛川会議で成立 した新 しい 中共軍 事委員会の 構成 は次の よ うで ある。 書記 は毛

沢東 ， 副書記 は周恩来 と朱徳 で あ り ， 紅軍が 8 路軍 に改編 され た後の 総指揮 は朱徳 政治

部主任 は任弼 時が担 当 し，軍事委員会 は 11人 （毛 ・朱 ・周 ・張浩 ・彭徳懐 ・任 ・葉剣英 ・

林彪 ・賀龍 ・劉伯承 ・徐 向前）に増 えた 。 8 路軍の 編制 と兵力の 情況は ， 第 115師 （第 1 ・

15 軍団 ， 第 74 師）師長は林彪 ， 副師長は聶栄臻 ， 政治訓練処 主任 は 羅栄桓に な っ た 。 第

120師 （旧第 2 方面 軍 ， 第 27 ・28 軍） 師長 は賀龍 ， 副師長 は 肖克 ， 政治 訓練処 主 任は 関

向応 で あっ た 。 第 129師 （旧第 4方面 軍 ，第 29 ・30 軍 ）師長 は劉 伯承 ， 副師長 は徐 向前 ，

政治訓練処 主任 は張浩 にな っ た （毛 沢東軍事文集，1993 ， pp．34
−35）。 人事の 変動か ら見 る と，

張国纛 は軍 事委員会 と軍隊指揮部の 両方か ら排 除 され，新た な軍事委員会に張浩・葉剣英 ・

林彪 ・劉伯承 ・ 徐向前の 5 人 が加 わ っ た 。 編制 と兵力の 変化か ら見れ ば ，
8 路軍 は 旧第 1 ・

2 ・4 方面 軍 の 組 織を温 存 し ， 毛 沢東 と彭徳懐 が率 い た 中央紅軍 （第 1 方面 軍） が 115 師

に改編 され た後 ， 旧軍事委員会 に直属 して い た抗 日軍政大学校長の 林彪 に よ っ て 指揮 され

て い た 。 第 4 方面軍 は 129 師に改編 され た後 ， 総指揮の 徐向前は 副師長 にな り， 師長は援
　 　 12）

西 軍　の 元司令員劉伯承で ，援西 軍 の 政治委員張浩 は陳昌浩 に取 っ て 代 わ り 129師の 政治

訓練処 主任 にな っ た 。

　これ以前，中共は西安事変後 の 国共 再合作に 向けて ，全 党の 意志統
一

の 為の 方針転換に

よ っ て ， 西路軍壊滅 の 責任 を追及 し ， 第 4 方 面軍の 残 っ た 第 4 ・31 軍を含む党内の 合意調

達 を図 っ た 。 1937年 4 月 か ら 6 月 間 ， 援西 軍 総 部の 党委員 会に よ っ て ， 第 4 ・31 軍 にお

ける 「反 張国煮路線闘争 」が展 開 され ，抗大に在籍中の 方面軍の 離職幹部が積極的役割 を

果た した （田中， 2007
， pp．253 −254）。 こ こ で 留意す べ きなの は， 「反 張 」運 動が 発 動 さ

れ た援西軍 は，そ の 司令員 と政治委員が 元第 4 方面軍を主 とす る 129師の 師長 と政治訓練

処主任 にな っ た こ とで ある。第 4方面 軍の 内部の 意志 を統
一

す るため に，主 な役割 を果 た

した元 4 方 面軍総指揮の 徐向前は ， 129師の 副師長 にな っ た 後 も軍事委員会に入 る こ とに

な っ た。西路軍全滅後 ， 延安に戻 っ た 旧第 4 方面軍政治委員陳昌浩の 姿は なか っ た 。 こ こ

か ら分 か る よ うに ， 8 路軍 へ の 改編と新軍事委員会 の 樹立 ， さらに は西路軍の 全滅に よ り

戦力 が大き く失 われ た第 4 方面軍は
，

毛 沢東をは じめ とする中共軍事委員会の 実質的支配

下に 置か れ る こ とに な っ た 。
こ うして 延安 の 中共 中央の 軍事力が さらに統合 され る こ とに

なっ た 。

　洛川 会議後，8 路軍総指揮部 と各師の 指揮者で もある軍事委員会の メ ン バ ーは
， 相次い

で前線 に赴い た 。 周恩来 は 8 路軍の 作戦範 囲と兵力配 置に つ い て 閻錫山と協議す る為，延

安か ら山西 に赴い た 。 葉剣英は 国共間の 交渉を続ける為に南京に滞在して い た 。 延安に駐

在 して い た軍事委員会の メ ン バ ーは毛 沢東だ けで あ り，軍事委員会の 方針は実質的に毛
一

12） 援西軍 は，1937年 2 月下旬頃 ，
4 方面軍の 第 4 ・31軍 に第 28 ・32 軍 と 1個 の 騎兵連隊 を加 え

て 組織 された。
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人で 決 め られた とい え る 。
こ の こ とは毛沢東の 軍事指導権を さらに 固め る契機 とな っ た 。

延安の 中共中央に おい て ，党務は張聞天 が ，軍事は毛沢 東が担 当す る権力構造は こ の 時か

ら見 られ る 。 その 後，王 明 らの 帰国に よ っ て ， 毛沢 東の 軍事指導は
一

度孤立的局面 に遭遇

した が，王稼祥 がモ ス ク ワ か らコ ミ ン テ ル ン の 指示 を持 ち帰 っ たこ とで
， 毛沢東の 指導権

　 　 　 　 　 　 　 　 　 13〉
は党 内 で 承認 され た 。 1938年の 中共 6 期 6 中全 会 に 至 り，毛沢東 の 指 導権 は軍 事面 か

ら政治 ・組織の 両面に拡大 し （田中，2002，p．60）， 1941年 の 皖南事変 に至 るまでの 問 に ，

毛 は次第に張聞天 に取 っ て 代わ り中共 中央政治局 と書記処 を主 管す る こ とに な っ た （田 中 ，

2008
， pp。147− 148）。 軍事 と権謀 を最 も得意 とす る毛沢東は ， 盧 溝橋事件後の 推移 に伴 う

目ま ぐる しい 情勢変化の 中で ， 軍事的指導権 を最終的に確立 した 。 そ の 「独立 自主 の 遊撃

戦 」原則 は党軍 内部 で何度 か 異議が 出 されたが ，コ ミン テ ル ン の 承認 に よ っ て合意 に達 し
，

最終的に党 ・政 ・軍 の 集権 に向 う
一

つ の 有力 な下地に な っ た 。

　それ と共 に ， 国 共合作の 形成 に伴い
， 延 安の 中共 政権 は地 方政権 に転換 し始 めて い た 。

これ は二 方面か ら見 られ る。 1937年 8 月 25 日，中共軍事委員会 の名義 で 公 表 した 「紅軍

を国民革命軍 8 路 軍に 改編す る命 令 」は ，8 月 22 日の 国民政府軍事委員 会が下 した紅 軍

改編 の命令を踏まえた もの で あ り，二 つ の 軍事委員会の 統轄 と隷属の 関係 は 明 らか で ある 。

しか し，中共 軍事委員会 の 命令は次の よ うな 内容 を加 えて い た 。
「各師 は国民革命軍に 改

編 された 後 ， 党の 指導 を強化 しなければ な らない 。 （中略）党中央 と軍事委員会 の 命令 を

断固 と して 遂行 し ， 紅 軍の 改編 に よ っ て 共 産 党の 党軍に な る よ うに ， 党の 路 線 と政策の

為に 戦闘 し， 中国革命 の 偉大 な使命 を果 た さな けれ ばな らない 」 （中央档案館編， 1991，

p．332）。 紅軍 は国民 革命軍 へ の 編入 を通 して ， 公 式 に は 国民政府の 軍隊 とな っ たが ， 実質

的に は 軍隊の 指揮権が 完全 に中共 の 手 に握 られ て お り， また 「軍 事委員会の 政府機構か ら

党機構へ の移行」 に よ っ て ， 党に よ る軍隊 の 指導は機構 上の 保 証 を確立 しさらに強化 した

（田 中，
2007

， p．69）。 そ の 一方 で
，

1937 年 9 月 6 日， 中共は 「中華 ソ ビ エ ト共 和 国 」を

放棄 して 旧陝甘 ソ ビ エ ト区 を陝甘寧辺 区に 改称 し，辺 区政府 を成立 し，国民 政府 に認 め ら

れ た合法的行政組 織に な っ た 。 しか し，9 月 22 日の 「合作宣言」 の 発 表 ま で ， 辺 区政府

の 人事問題 は未解決の ま まで あ り， 中共 は 国民政府が派遣 した何者 で あろ うと断固 として

拒絶 した 。

　要 す る に ， 上記 の 転換 は形 式的に は 中共 の 軍 隊と政権が国民政府 に編入 された形で 現れ

たが，実質は完全 に独立運営する とい う地域権力 と して の 実体を獲得 した 。 楊奎松 は次の

よ うに評価 して い る 。
「中共 の 政権 と軍 隊は形 式 上改編 した が ， 実際の 政権 と軍権 は し っ

13）　1937 年 中共 の 「12 月会議 」で
，

王 明 は コ ミ ン テ ル ン の 意思に 基 づ い て 国民 党 との 提 携重 視の

主張 を展 開 し た 。 それ 以 前 ， 紅軍 指導層が毛沢東 の 軍 事作戦原則に繰 り返 し異議 を申し立 て た こ と

もあ り，王 明の 帰国に よ り，毛 沢東は
一
度孤 立 した。 しか し，1938年 8月，王稼祥は モ ス ク ワか ら

帰 国 し ， 毛 沢東 を 中心 に団結 しなけれ ばな らない とい うコ ミ ン テ ル ン の 指示 を持 っ て 帰 っ たた め，

毛沢東 の 中共指導者と して の 地位は党内で認 め られ た （田中，2002，pp．233−237）。
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か りと中共 の 手 に握 られて い た 。 国共間は結局 各 自の 独 立 した政治的軍事的実体 とい う関

係で あ っ た 」 （楊， 1996，p．142）。か え っ て ， 国 民 政府 に編入 され て い る過 程で ， 中共政
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 14〉

権は紅軍の 改編 と辺 区政府 の 整 え るこ と　 に よっ て ， 党を中核 とする軍事 ・ 行政 シ ス テ ム

の整 理 と再編 を実現 した 。

おわ りに

　「1937 年 の 七 七 事変は ， 日本帝 国主義の 中国に対する大規模な攻撃の 開始で あ り， 中国

各民族 ・各階層 ・各政党が 団結 して 共 同で抗 日す る起点で もあ る 」。
「中国の 抗 日戦争は ，

中国共 産党が提 唱 して い た抗 日民族統
一

戦線 を旗 印に ， 国共 両党の 合作を基盤 と して ， 工

農兵学 （労働者 ・農民 ・兵士 ・学生 ）各界 ・各民族 に 渡 っ て 広範囲 に加 わ っ た全民族の 抗

戦で ある ］ （張 ほ か著，2006，pp ．27， 1264）。 「全 国的規模 で 迅速 に 月本軍 に抵抗す る為

の 国防軍事体制 を確 立 して ， 抗 日民族解放戦争の軌道に踏み 込 ん だ 」 （王 ・曾著 ，
2007

， p．2）。

同 じよ うな叙述 は 中国の 抗 日戦争史 ・中華民国史 ・中国近代史な どの 出版物にお い て ， よ

く見 られ る もの で あ る。 しか しな が ら ， 1937年 7A7 日の 盧溝橋 の 銃声か ら， 日中双 方

が 相次い で戦時態勢に入 り，全 面戦争 に 備 える こ とになる 9 月 22 日に か けて ， 中共の 対

国民党政策 の 展 開 と抗 日態度 を改めて 検討 した 結果， 中共が 日中間の 事態 の 変化 に対応 し

た動 きは ， 上述 した もの よ りも更 に複雑で あ っ た こ とが分か る 。

　盧溝橋事件 の 勃発 は ，国共交渉の 難 局の 打開 を模索 して い た 中共 に とっ て
， 得難 い 契機

とな っ た 。 事件勃発後 ， 中共 は 交渉態度 と策略 ， 中共 軍 隊の 改編 ・出兵の 条件 を何度 も変

更 した 。 そ の 中で 7 月 19 日 の 冀察当局 と日本 軍 の 停戦協定 ， 平 津 陥落 後 に蒋介石 が 中共

代表 を 国防会議 に招 くため の 電報 を送 っ た 8 月 1 日，そ して 上 海で 開戦 し，国民政府が総

動員令 を発 した 8 月 13 日か ら 15 日に か けて ， さらには 8 月 22 日か ら 25 日まで 行われ た

中共洛川会議 は それ ぞれ 重要 な転機 とな っ た 。 中共は 「抗 日民族戦争」 を積極的に呼びか

ける
一

方， 日中間の 武力衝突の 進展 を見つ めなが ら，その 時 々 で 国民政府 に対す る交渉態

度 と抗 日行動を変化 させ て 対応 した 。 中共 内部で は 事件後の 軍事問題が 焦点 とな っ た 中で ，

紅軍 を 8 路 軍に改編す る きっ か けをつ かみ ， 延安中央は軍事的統合 をな し遂げた 。 それ 以

外に も，国共合作 中に軍隊 が国民政府 軍に 併呑 され る こ とを防ぐ為 ， 軍事委員会の 政府機

構か ら党機構 へ の移行 を実現 した こ とは ， 戦後の 「軍隊国家化 亅の 隠れ た原因に もなっ た 。

14）　 1937年 9 月 ， 陝甘寧地 区には 中共 陝甘寧辺 区委員会 ・陝甘寧辺 区政府 ・陝甘寧辺 区保安司令

部 とい う体制が整 っ た 。 6−12月 ，各級議会選 挙が実施 され て辺 区議会が発足 し，辺 区政府は南京国

民政府 の 指導 と辺 区議会 の 監督下 で 行政権を行使す る こ ととな っ た。辺 区政府 は ，
こ こ に至 っ て 中

華民国の 国家機構の
一

部 を構成 しつ つ 辺 区住民の 信任 を受 けた地域権力である と い う点 で ソ ヴィ エ

ト時期 とは質的に異 な る 「政 党 ・軍隊 ・政府」 関係 を有す る政治権力 として 成立 し た （田 中，2002，

P．54）D
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その 他 ， 戦局の 進展 と国共合作の 成立 に よ り， 中共政権は合法性 を獲得す る と共に再編を

経 て 体制化 に向 っ て歩み始 めた。

　中共 は 1935 年 か ら 「抗 日民 族統
一

戦線 」を唱 え て い た が ，
1937 年 9 月 22 日の 時点に

お い て も中国国内は 「心 を
一

つ に して
，

一
致 して 抗 日す る 」 とい うよ うな団結 には充分達

し て い なか っ た。 中共 が 日中間の 軍事衝突を契機 と して 国共交渉を推 し進 め ，正 統性の あ

る 存続 と発展空 間を獲得 しよ うと した意図は ， 始 めか ら国民政府 と衝突す る もの で あ っ た 。

コ ミ ン テル ン は 「蒋 と連合 して 抗 日す る 」 こ との 重要性 を再三 強調 して お り， 蒋介石 の 軍

事力 に よ っ て対 日戦争が展 開 され る こ とを期待 した が ， 蒋介石 は これ に対 して 冷静な認識

と判 断を有して お り， 中共か らの 合作要求に も終始慎重 な態度を持 っ て い た 。 した が っ て ，

国共間の 矛 盾や問題が満 ちて い る 「一
致合作 」 とは ，事実上盧溝橋事件後の 日中の 戦局 と

政局 が互 い を動か した結果 の 産物 で あ り， 日中双 方が全面戦争に 突入 した経過 に伴 う中国

政治の 質的変化 で もい えるだ ろ う。 こ こにお い て，中共政権が形式的に国民政府 に編入 さ

れた こ とは 中国政治の 再編成 とな り，実質的に は 中共が 「抗 日」 の ス ロ
ーガ ン の 下で 内部

調整 を経て 自身 を存続 し発展 させ る好機 となっ たの で あ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（す う　 さん ・大阪大 学大 学院法学研 究科博士 後期課程）
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